
               
            

 
★ケアホーム進捗状況 

建築献金を皆さまにお願いして参りましたが、カナンの園機関紙

104 号でご報告致しましたように、お陰様で国庫補助金、借入金等

に皆さまからの寄付金を加えまして建築が進められ 5月に2棟入居、

9 月にもう 1 棟、11 月までに最後の 1 棟も冬を前に移れるようにと

建築が進められています。ご支援お祈り本当に有難うございます。

頂いた寄付金7月20日現在5,802,097円。充当済金額3,300,000円。 
★奥中山現地見学会をいたしました！ 

7 月 16 日（土）天候に恵まれ、7 教会より 14 名のご参加を頂き、

総勢 18 名でヒソプ工房を 9 時に出発致しました。車中、齊藤委員

（前奥中山学園長、理事）からカナンの園の福祉サービスについて

解説を聞きながら勉強。現地では里・ののさわ事業所の藤村施設長

の案内で丘の家（最後に移るホーム）を見学、数年前にできた 2 棟

を見たり、走行中の窓から近隣の団地の中にできる 1 棟を見て、診

療所裏に 5 月に入居した 2 棟の中をじっくり見学して頂きました。

続いてリサイクルセンターの発泡スチロール製品の加工、ペットボ

トル加工作業の説明を佐藤施設長から聞き、働いている様子を見学

しました。お昼を新しくできた奥中山学園の作業棟で頂き、岩手の

軽井沢の涼風を満喫しました。学園の案内を佐藤真名園長から受け

たあと、羊工房アドナイ・エレに向いその作業の説明を聞き、牧歌

的な環境に癒されながら製品を求めたりして、最後にカナン牧場の

パンが出荷されている産直奥中山高原に寄り買物を楽しんで帰りま

した。車中は感想など語り合いながら充実した一日となりました。 
★教会訪問をさせていただきます！ 
 延期していました今年訪問予定の市内８教会へ８月～９月頃ご希

望に合わせて伺わせて頂きたいと計画しています。該当教会にはす

でにご案内とお願いを申しあげました。よろしくお願いいたします。 
 
          就労支援Ｂ型事業所   

ウィズ 

 就労支援事業所「ウィズ」（定員20名）は、PETボトルと発泡スチロ

ールの再商品化作業を中心に行っています。これは廃棄物の中間処理

業ですので、環境問題を伴い行政の許可や認可、報告を必要とし、こ

の面では大変厳しい運営を強いられながらの作業です。 
数年前より３つ目の作業種として、奥中山地区にある農家の援農作

業を取り入れています。現在、レタス収穫後のビニール剥ぎ、花卉畑

の除草、ブロイラー鶏舎の清掃、椎茸の植菌等の作業を行っています。

これらの作業の開拓は、奥中山地区の地域社会の特殊性が育んだ結果

だと思っています。それは、今この土地で農業を担っている方は、以

前奥中山小学校に通っていたカナンの子供と同じ校舎で学び、見て育

った共通の基盤があるからだと思います。 
私は作業報酬を交渉する時に、農家が通常支払う額の 60％前後を設

定しています。しかも、農家の作業内容への満足度は十分です。それ

は職員が一緒に働いて、利用者の欠けた部分を補っているからです。

その結果、農家にとっては経費の節減に、また私たちには仕事の確保

と収入の増加になり双方にとってプラスです。この農作業の姿を通し

て地区の人たちと知り合い、関心を持たれ作業は拡大して行っていま

す。この様にして今言われる“地域社会のセイフティネット”が構築

されていくものと思います。 
今後も地区の廃棄物処理業を通して社会に貢献し、援農を通しては

地元の方に益をもたらす活動をしたいと願っています。奥中山で額に

汗して社会で働く人であり続けたいと思っています。（施設長佐藤研二） 

   

 
 （新築されたケアホームの中で） 

 
（ウィズ、リサイクルセンターで） 

 

募金のお願い 
いつもお祈りお支えを有 

難うございます。引き続 

き宜しくお願い致します。 
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